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研究成果の概要（和文）：本研究では、「はかなさ」と美的感情の関係を、調査や実験によって検証した。調査
においては、移ろいやすい風景の画像を見た際にはかないと感じる人は、感動などの美的感情を感じやすく、さ
らにその関係は悲しみの感情が媒介していることが示された。「はかなさ」を実験的に操作した多国間比較実験
では、特に東アジアにおいて、「はかなさ」が喚起されると、「悲しみ」の感情や美的感情が強まる効果が見ら
れた。また、主観的な自己報告だけでなく、「はかなさ」を感じた際の生理的反応や、睡眠指標との関係も明ら
かにした。これらの研究から、「はかなさ」が「悲しみ」と美的感情に及ぼす影響の、多層的な基盤が明らかに
なった。

研究成果の概要（英文）：In this project, we examined the relationship between transience and 
aesthetic emotions. Those who perceived transience when viewing images of potentially fleeting 
scenes were more likely to experience aesthetic emotions such as being moved, and feelings of 
sadness mediated such an association. Furthermore, in a multi-nation experimental study in which 
transience was experimentally manipulated, we found that, especially in East Asia, feelings of 
sadness and aesthetic emotions increased when transience was evoked. In addition to subjective 
self-reports, we also showed the physiological correlates of perceiving transience and the 
association between the tendency to perceive transience and sleep quality. These findings 
illuminated multilevel bases of the effects of transience on sadness and aesthetic emotions.

研究分野： 社会心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
これまでの心理学の研究においては、不安や悲しみといった「否定的な感情」は精神的・身体的健康に悪影響を
及ぼすとされ、人はそのような「否定的な感情」を最小化しようとするとされてきた。一方で、「無常観」が歴
史的に根付いてきた日本においては、一見否定的である「はかなさ」や「悲しみ」の中に、肯定的な意味を見出
す感情様式があると論じられてきたものの、実証研究は乏しかった。本研究は、「はかなさ」や「悲しみ」に美
的感情を感じる感情様式があることとその文化的、心理的、生理的基盤、また、そのような感情様式と健康との
関連を実証的に解明した点で、学術的・社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 既存の心理学研究においては、人は喜びや誇りといった「肯定的な感情」を良いものとして最
大化しようとし、不安や悲しみといった「否定的な感情」を悪いものとして最小化しようとし、
そうした感情が精神的・身体的健康にも結び付いているとされてきた。しかし、そのような研究
の枠組み自体が、欧米の歴史的・文化的背景に根ざしており、陰陽的な文化的信念のある東洋で
は、結果が異なる可能性がある。とりわけ「無常観」が存在する日本においては、心理学におい
て否定的とされてきた「はかなさ」や「もの悲しさ」の中に肯定的な意味や美しさを見出す感情
様式が存在し、そうした感情様式が健康にも結びついている可能性が考えられる。 
 例えば、歴史的に仏教や道教、儒教の影響を受けて陰陽的な文化的信念が存在する東洋文化
（Peng & Nisbett, 1999)、中でも「この世はうつろいやすく、はかない」といった無常観や、
そのようなはかない存在への共感である「もののあわれ」という感覚が歴史的に根付く日本（唐
木, 1965）においては、心理学において否定的とされている「はかなさ」や「もの悲しさ」の中
に、肯定的な意味や美しさを見出すことで、肯定的感情と否定的感情が共存した状態がむしろ積
極的に受け入れられていると考えられる。さらには、そうした感情様式が、精神的・身体的健康
にも良い影響を与えている可能性がある。しかし、これまでの心理学研究においては、こうした
感情様式が十分に理論化されてこなかった。 
 
２．研究の目的 
 上記の背景に基づき、本研究の目的は、無常観的な信念が存在する文化では、「はかなさ」や
「もの悲しさ」に美的感情を感じる感情様式が存在するかどうか、そうした無常観に基づく感情
様式は、精神的・身体的な健康にどう影響しているのか、さらに、無常観に基づいた感情様式は、
どのような歴史的・生態学的基盤によるものなのかを検証することにあった。本研究では、主観
的及び生理的な指標を用いた実験・調査、及び、多国間の国際比較調査を行うことで、これらの
点を検討した。 
 
３．研究の方法 
研究１：「はかなさ」と美的感情の関係 
 物事ははかないものと感じるほど、悲しみを感じ、さらにその悲しみが、感動などの美的感情
を感じることにつながるかを検証するために調査を行った。日本と米国の大学生がオンライン
調査に参加した。回答者はまず、「夕暮れ」や「線香花火」といった移ろいやすい風景の画像を
10 秒間見て、それぞれの風景に対する感想を自由に記述した。その後、各風景に対して、「感動
した」「感慨深く感じた」などの美的感情(Schindler et al., 2017)を感じる度合い、「悲しみ」
などの感情を感じる度合い、また、その風景を見ることで「物事ははかないものと感じた」程度
などを評定した。 
研究２：「はかなさ」が美的感情に与える影響 
 「はかなさ」を実験的に操作することによって、はかなさの知覚と美的感情との間の因果関係
を検証する実験を行った。日本のクラウドソーシングサイトを用いてオンライン調査を行った。
回答者はまず、「夕暮れ」などの風景の画像を 10 秒間見て、その風景に対する感想を自由に記述
し、その後、研究１と同じ尺度に評定した。その後、回答者は同じ風景を提示され、その風景が
どのような面ではかないかを思い浮かべるよう教示された。その後、その風景に対する感想を自
由に記述し、同じ尺度に評定した。 
研究３：「はかなさ」の生理的指標への影響 
 「はかなさ」を感じた時の反応を、自己報告による主観的な評定だけでなく、生理指標によっ
て測定するために日本人大学生を対象に生理実験を実施した。生理指標として皮膚電気活動を
測定した。参加者は、様々な風景の画像をそれぞれ３０秒間提示され、それぞれの風景に対して、
条件に応じた感情を感じながら風景を見るように教示された。はかなさ条件では、線香花火など
の移ろいやすい風景の画像を提示してはかなさを、畏敬条件では、銀河などの画像を提示して畏
怖・畏敬の念を、楽しさ条件ではビーチなどの画像を提示して楽しい気持ちを感じるよう教示し
た。 
研究４：「はかなさ」と健康との関係 
 「はかなさ」を感じることと、身体的・精神的健康との関りを検証するため、日本人大学生を
対象に、5日間のフィールド調査を行った。参加者にはまず、ベースライン調査において、物事
をはかないと感じがちである程度などを評定した。その後、連続する 5日間の間の毎晩、オンラ
イン上で短い質問紙でその日の感情や精神健康、はかなさを感じた経験についてに答えてもら
い、また活動量計を装着して睡眠してもらった。 
研究５：多国間比較調査 
 「はかなさ」が美的感情に与える影響の歴史的・生態学的基盤を検証するために、「はかなさ」
を実験的に操作する多国間比較実験を 12 か国（日本、中国、韓国、フィリピン、インド、ナイ
ジェリア、コロンビア、メキシコ、ドイツ、イギリス、オーストラリア、アメリカ）で実施した。



回答者は、はかなさ条件か、統制条件かのどちらかの条件に無作為に割り当てられた。はかなさ
条件の回答者は、「線香花火」などの移ろいやすい風景の画像を提示され、「消える」「一瞬」と
いった、はかなさを暗示する言葉を用いて、その風景を言い表すように教示された。一方、統制
条件の回答者は、同じ風景の画像を提示され、「飛び散る」「たくさん」といった言葉を用いて、
その風景を言い表すように教示された。その後、その風景を 10 秒間見た後、研究１と同じ尺度
に評定した。 
研究６：文化的産物の分析 
 文化的産物の中で「はかなさ」と共起する単語や歴史的変遷を検証するため、歌詞を用いて言
語分析を行った。1970 年から 2019 年の間の 50 年間に、日本の歌のランキングにおいて、年間
100 位に入った曲の歌詞（合計約 3700 曲）を対象に、「はかなさ」の言葉の共起分析を行った。
また、はかなさと関連の深い、「悲しみ」の感情について、Linguistic Inquiry and Word Count 
(Igarashi et al., 2022; Pennebaker et al., 2015)を使用して時代変遷を検証した。 
 
４．研究成果 
研究１：「はかなさ」と美的感情の関係 
 日米を通じて、移ろいやすい風景の画像を見た際に、物事ははかないものと感じる人ほど、感
動などの美的感情を感じる傾向が見られ、さらにその関係は、悲しみの感情が部分的に媒介して
いた。つまり、日米共に、はかなさを感じがちな人ほど、悲しみを感じ、その悲しみが美的感情
につながっている可能性が考えられる。 
研究２：「はかなさ」が美的感情に与える影響 
 風景写真を見る際に、はかなさを思い浮かべることを教示された条件では、そのような教示の
なかった統制条件に比べ、より物事ははかないものと感じていたため、実験操作が効果的であっ
たことが確認された。さらに、はかなさが顕著にされた条件では統制条件よりも、悲しみも、美
的感情もより強く感じたと評定されていた。つまり、はかなさを知覚することは、悲しみと美的
感情を強める効果があると考えられる。 
研究３：「はかなさ」の生理的指標への影響 
 各画像提示後 1 秒から 30 秒の間に、SCR が 0.05μS 上昇した点を SCR 潜時とし、その時点か
らの最大変化量を SCR 振幅値とした。まず、0.05μS 以上の SCR が観測された画像の数を従属
変数とした分析を行ったところ、はかなさ条件が楽しさ条件に比べて多く、畏怖条件はどちらと
も差がなかった。次に、SCR 振幅値を従属変数とした分析を行ったところ、はかなさ条件と畏怖
条件全体に比べて、楽しさ条件は SCR 振幅が小さかった。はかなさと畏怖の念を感じることは共
に、楽しさを感じることに比べて、覚醒水準を高めることが示唆される。 
研究４：「はかなさ」と健康との関係 
 ベースライン調査において、物事をはかないと知覚しがちであると報告していた人ほど、その
後の 5 日間の間、睡眠効率がよく、中途覚醒時間が短いという連関が見られた。これらの関係
は、5 日間の間に感じられていた快・不快の感情を統制しても見られていた。また、5 日間の日
常生活の中ではかなさを感じていた人は、快・不快の感情を統制した上でも、精神健康が良いと
いう傾向が見られた。 
研究５：多国間比較調査 
 まず、６か国（日本、中国、韓国、ナイジェリア、コロンビア、イギリス）において、はかな
さ条件の回答者は統制条件の回答者に比べ、より物事ははかないものだと感じていた。さらに、
５か国（日本、中国、韓国、ドイツ、イギリス）において、はかなさ条件の回答者は統制条件の
回答者に比べ、より悲しみを感じていた。さらに、日本と中国の 2か国では、はかなさ条件の回
答者は統制条件の回答者に比べて、美的感情を感じており、イギリスとコロンビアでも、（弱い
ながら）同様の傾向が見られた。これらの結果から、「はかなさ」が美的感情に与える影響は、
東アジアで特に強く見られる一方で、他の文化圏でも見られる可能性が示唆された。 
研究６：文化的産物の分析 
 「はかなさ」は「花」「消える」「散る」などと共に「美しい」という単語と共起していた。こ
こから、日本の文化的産物において「はかなさ」の概念は美的知覚の概念と結びついて存在して
いることが示唆された。また、「悲しみ」の感情に関連した語彙は、他の否定的な感情（「怒り」
や「不安」）に関連した語彙に比べて、時代を通じてより多く見られている一方で、「悲しみ」の
感情に関連した語彙は、過去 50 年の間に徐々に減ってきていることがわかった。 
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